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中国ではアリペイとウィーチャットペイの台頭が続いていますが、成長著しい小売決済市場の一角を他のプレイヤーが切り崩す余地はあるのでしょう
か。 
 
小売消費は依然として中国の経済成長のキードライバーであり、スマートフォンやアプリを立ち上げて物品・サービスを購入する消費者がますます増
えています。デジタル決済は増加の一途を辿っています。その背景には、テクノロジー企業その他のノンバンクが安全で使いやすい電子財布と決済
ソリューションをユーザーに提供し、小売業界にディスラプションを起こしているという事情があります。 
 
以下の記事では、アリババ（阿里巴巴）のアリペイ、テンセント（騰訊）のウィーチャットペイなどのテクノロジー・プラットフォームやアプリが中国の決
済環境をどのように変化させているのか、そしてその変化が銀行や消費者にどのような影響を与えているのかを分析します。また、アリペイとウィーチャ
ットペイに挑むことができるライバルが、決済市場にチャレンジャーとして登場する可能性があるかどうかについても論じます。 
 
中国本土の決済事情 
諸外国における決済の分野では、クレジットカードの発行者としての役割を含め、銀行が重要な役割を果たしていますが、中国本土ではテクノロジ
ーが急速に発達した結果、クレジットカードを飛び越えて、消費者が現金払いから電子財布やモバイルアプリによるデジタル決済へと急速なスピー
ドでシフトしました。 
 
中国人民銀行（PBOC: People's Bank of China）のデータによれば、中国では 2018年にモバイル決済が総額 277兆 4,000億元に
達しました。前年比で 36.7%の増加、2014年の総額と比べると実に 12倍以上です（図 1参照）。一方、中国の 2018年モバイル決済
取引件数は、前年比 61%増の 605億件に達しています（図 2参照）。モバイル決済の件数が総額より急速に伸びているということは、消費
者がますます少額の取引にモバイル決済を利用するようになったということです。 
 
2019年第 1四半期のデータもこうした上昇傾向が年末にかけても続くことを示しています。2019年第 1四半期のモバイル決済取引総件数
は前年同期比で 80%も増加し、197億件に達しました。前年同期比取引総額は 22%増の 86兆 6,000億元となっています。 
 

 
 

2019年 11月 
 

China Management News  
（KPMG中国マネジメントニュース） 

テクノロジー系大手の台頭 
 

「中国の 2018年モバイル決済総額は前年比 36.7%増の 277兆 4,000億元。取引総額は 2014年の 12倍以上。」 
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市場を支配するプレイヤーはアリペイとテンペイ（ウィーチャットペイとQQ ウォレットを組み合わせたサービス）でトップの座は揺らぎません。この 2 つ
を合わせたシェアは取引件数の 90%以上にのぼります（図 3参照）1。1Qianbao（壱銭包）、ユニオンモバイルペイ、JDペイなどのプラットフ
ォームも全体として取引件数を伸ばしていますが、小売決済市場では、まだわずかなシェアしかありません。 
 

                                                
1 iResearch 2019年 5月（http://www.iresearchchina.com/content/details7_54345.html） 

「2019年第 1四半期のモバイル決済取引総件数は前年同期比で 80%増加し、197億件に。前年同期比取引総額は 22%増の 86
兆 6000億元。」 

【図表1】中国のモバイル決済市場（決済総額） 
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【図表2】中国のモバイル決済市場（取引件数） 
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中国の小売決済市場ではアリペイとテンペイが圧倒的に大きなシェアを占めています。銀行や他のテクノロジー・プラットフォームがそこに食い込む余
地はあるのでしょうか。ライバル候補を判断する一つの手段として、自社アプリとプラットフォームのユーザーがもともとかなり多く、その数が増えつつあ
る企業を探す方法が考えられます。例えば、微信／ウィーチャット（WeChat）の月間アクティブユーザーは、2019年第 2四半期の時点で 11
億 3,000万人でした 2。また、支付宝／アリペイ（Alipay）と提携電子財布パートナーの年間アクティブユーザーは 10億人以上に達していま
す。 
 
アクティブユーザー数を成功の指標として採用するならば、美団点評（Meituan Dianping）が決済に積極的に力を入れるようになったとき、ラ
イバルになる可能性を秘めています。フードデリバリーからレストランやホテルの予約までをリンクさせる同社の多角的サービスカテゴリーとますます広
がる用途は、ユーザー数とともに取引件数と利用頻度を大きく増やす効果がありました。2018年 4月 1日～2019年 3月 31日にかけて、美
団の年間取引利用者（所定の期間中にそのプラットフォームで製品・サービスの取引決済を行ったユーザー）は 26.4%増加しました。2018年
3月末に 3億 2,580万人だったユーザーが 1年間で 4億 1,180万人に増加したのです 3。 
 
配車サービス事業者「滴滴出行（DiDi：Didi Chuxing）」も、小売決済の世界でライバルになりうる素地を持っています。滴滴はここ数年で
ユーザー基盤を大きく広げました。2016年にウーバー（Uber）の中国事業を買収したことも要因の一つです。同社のアプリは 5億 5,000万
人のユーザーにサービスを提供しています 4。 
 

プラットフォーム ユーザー数（百万人） 
阿里巴巴／アリババ（Alibaba）*  >1,000 (1)  

騰訊／テンセント（Tencent）** 1,130 (2)  

滴滴出行（Didi Chuxing） 550  

美団点評（Meituan Dianping） 411.8 (3)  

                                                
2 騰訊（Tencent）の 2019年第 2四半期業績、https://www.tencent.com/en-us/articles/15000801565777947.pdf 
3 美団点評（Meituan Dianping）の 2019年第 1四半期業績、http://iis.aastocks.com/20190523/003507205-0.PDF 
4 滴滴出行（Didi Chuxing）のウェブサイト、https://www.didiglobal.com/about-didi/about-us 

【図表3】取引件数で見た中国モバイル決済市場の主要プレイヤーのシェア（2018年） 
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京東（JD） 321.3 (4)  

百度（Baidu）***  188 (5) 

今日頭条（Toutiao） 172 (6)  
注：*アリペイおよび提携電子財布パートナー 

**微信（WeChatおよびWeixin） 
***百度アプリ 

(1) 年間アクティブユーザー（2019年 3月現在） 
(2) 月間アクティブユーザー（2019年 6月現在） 
(3) 年間取引ユーザー（2019年 3月現在） 
(4) 年間アクティブ顧客アカウント（2019年 6月現在） 
(5) 日次アクティブユーザー（2019年 6月現在） 
(6) 月間アクティブユーザー（2017年 3月現在）  
出所：阿里巴巴、騰訊、美団点評、京東、百度、滴滴出行、China Internet Watch 
 

テクノロジー・プラットフォームの競争優位性 
騰訊（テンセント）と阿里巴巴（アリババ）が勝ち続ける大きな理由は、ショッピング、旅行、ホテル予約、配車、フードデリバリー、診療予約とい
った多数の日常活動と自社のプラットフォームをシームレスに統合し、浸透させる能力が高いという点にあります。美団や滴滴などのプラットフォーム
も、アプリを通じて一つのエコシステムを構築することに成功し、ユーザーに提供できる用途を増やしています。美団の 2018年の年次報告書に
は、クロスセルを通じ、費用効率の高い方法でユーザーを獲得できたと書かれています。例えば、フードデリバリーやレストランでの食事で決済サービ
スを利用している人に、ホテル予約や他のライフスタイルサービスでも同じサービスを利用させるという方法です 5。 
 
このように、より優れたスピード、フレキシビリティ、パーソナライゼーションに対する消費者の要求を満たす能力があるからこそ、従来型銀行には埋め
られなかった顧客体験のギャップを、これらのテクノロジー企業は埋められるのです。KPMGが分析したところ、中国本土の金融サービス部門におい
ては、フィンテック企業が運営するモバイル決済プラットフォームが、従来の銀行よりも優れた顧客体験を提供していることがわかりました 6。基本的
に多彩なバーチャル製品・サービスへの単一ポータルとして機能する「スーパーアプリ」やプラットフォームは、顧客との間に介在する銀行を排除しつ
つ、膨大なデータを駆使してより良いサービスを提供し、金融サービス界でのブランド評価を構築するという意味で、従来型の銀行にとって脅威に
なっています 7。 
 
このことは、特に中国本土で銀行の課題となっています。顧客インサイトに関する KPMG の最新レポートでは、中国の消費者は諸外国の消費者
集団と比べてテクノロジー企業に情報を委ねることに抵抗がないという結果が出ています 8。 
 
小売決済市場において、アリペイ、ウィーチャットペイその他の新テクノロジー企業が従来型の銀行に対して持つもう一つの競争上の強みは、地方
の二級・三級都市に住む消費者にも簡単に接触し、自社のアプリやプラットフォームにつなげられることです。実際にアリババは、年間アクティブユー
ザー増加分の 70％以上を未開発都市の消費者が占めると 2019年度報告書に記しています 9。同様に美団も年次報告書において、二級・
三級都市は大きな成長ドライバーであり、サービス提供に関する全体戦略の要だと指摘しています。 

 

                                                
5 美団点評（Meituan Dianping）の 2018年年次報告書、http://iis.aastocks.com/20190411/003461369-0.PDF 
6 KPMG China Customer Experience Excellence Report（KPMG中国顧客体験エクセレンス・レポート）KPMG 中国、2018年 10月、
https://assets.kpmg/content/dam/kpmg/cn/pdf/en/2018/08/kpmg-china-customer-experience-excellence-report.pdf 
7 「Super app or super disruption?（スーパーアプリかスーパー・ディスラプションか）」KPMG インターナショナル、2019年 6月、
https://home.kpmg/xx/en/home/insights/2019/06/super-app-or-super-disruption.html 
8 「Me, my life, my wallet（私、私の人生、私の財布）」KPMG インターナショナル、2018年 11月、 
https://home.kpmg/content/dam/kpmg/xx/pdf/2018/11/me-my-life-my-wallet.pdf 
9 アリババ・グループの 2019年度業績、https://www.alibabagroup.com/en/news/press_pdf/p190515.pdf 

「このように、より優れたスピード、フレキシビリティ、パーソナライゼーションに対する消費者の要求を満たす能力があるからこそ、在来型銀行には
埋められなかった顧客体験のギャップを、これらのテクノロジー企業は埋められる。」 
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香港の決済環境 
香港のサードパーティ決済市場は中国本土ほど進んでいませんが、ストアードバリュー・ファシリティ（プリペイドカード）事業者が市場でプレゼンスを
広げ、より多くのマーチャントやリテイラーと提携するようになっていることから、時間の経過とともに取引がますますデジタル化することが予想されま
す。しかし、香港でもアリペイやウィーチャットペイなどの決済方法を受け入れるベンダーやマーチャントが増えているとはいえ、オクトパスカードやクレジ
ットカードが深く浸透しているため、市場では厳しい競争が続いています。 
 
加えて、香港ではバーチャルバンクの登場が競争環境に変化を巻き起こし、決済を含む従来の金融モデルに戦いを挑んでいます。年内にはさらに
8社のバーチャルバンクが営業を開始する予定です。香港での開業当初、バーチャルバンクは主に預金機能と決済機能に重点を置くことが予想さ
れます。取引コストが安いため、バーチャルバンクの貯蓄預金・定期預金は従来型の銀行より有利な利率を提供するでしょう。 
 
バーチャルバンクは同時に、消費者向けに新しい画期的な商品を打ち出す可能性があります。例えば、オーストラリアの Afterpayのように、諸外
国では「後払い」プラットフォームが登場し始めました。消費者は買い物をして分割払いで決済しますが、金利や手数料はかかりません。代わりに、
これらの新しいプラットフォームは取引金額に応じてマーチャントにコミッションを課します。この新モデルは、消費者がこれまで何らかの追加費用を支
払わなければならなかったクレジットカードその他の信用形式の影響力を脅かし始めています。 
 
国際決済 
地域内に決済プロバイダーが激増したことを考えると、中国本土と香港との間、さらには諸外国との間でシームレスな国際決済を提供する能力が
ますます重要になっています。香港、マカオと広東省 9都市の密接な協力を促し、グローバルな競争力を持つ世界クラスの都市クラスター構築を
目指す大湾区（GBA: Grater Bay Area）などの国家政策も、さらにこうした能力の重要性を示しています。これは決して小さなビジネスチャ
ンスではありません。2017年の中国本土外から中国本土内への送金総額は 639億ドルで、うち 155億ドルが香港からの送金でした（図 4
参照）。 
 
現在のところ、香港でアリペイやウィーチャットペイなどの決済プロバイダーを利用する人は、中国本土に銀行口座を持っていない限り、本土への送
金ができません。つまり、国際決済のための有効なプラットフォームを顧客に提供できる銀行は、非常に大きな先行者利益を得られる可能性があ
るということです。2018年 12月に自社の電子財布「BOC ペイ・アプリ」の提供を開始した中国銀行（香港）は、先発企業の一つです。香港
の BOC顧客は本土に銀行口座を持っていなくても、本土でのモバイル決済ができるようになりました。 
 
図 4：中国本土外から本土内への 2017年送金総額（単位：10億ドル） 

 
出所：フィナンシャル・タイムズ 
 
新規参入の決済サービスプロバイダーには厳しい市場 
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中国本土では新たなテクノロジー・プラットフォームとアプリが続々と登場していますが、それらが小売決済の舞台で競い合うことを選択した場合に
は、さらなる困難が待ち受けているでしょう。第一に、市場のプレイヤーが中国本土で営業するためには、決済サービス免許を PBOCから取得しな
ければなりませんが、PBOCは 2016年以降、新規の決済サービス免許を 1件も承認せず、新規参入者を厳しく管理しています。美団は
2016年末にサードパーティ決済会社「Qiandai.com」を買収することによって中国本土の決済免許を取得しました 10。PBOCは同時に、金
融リスク管理を強化し、サードパーティ決済プロバイダーの透明性を高めるための対策を講じました。このため、規制当局のチェックが厳しくなり、新
規の小規模プレイヤーのみならず、アリペイやウィーチャットペイなどもコストが嵩むようになるでしょう。 
 
さらに、PBOCは 2019年 1月に、顧客の資金を中央銀行に預託することをすべてのサードパーティ決済プロバイダーに義務付けるという新たな
施策を導入しました。この新しい施策のもとで、PBOCは資金にかかる金利を支払いません。こうして、サードパーティ決済会社はこれまでそれらの
資金を投資することで得ていた金利収入を失いました。おそらくこれは、これらの企業の利益を圧迫するでしょう。新たな収入源が見つからない限
り、結果として一部の小規模プレイヤーは決済市場から撤退する可能性があります。こうした流れが、市場において従来型の銀行に対するサード
パーティ決済プロバイダーの優位性を打ち消すかどうかはまだわかりません。 
 
第三に、プラットフォームと決済プロバイダーに関する限り、現在のプラットフォームと決済プロバイダーに対する顧客のこだわりが比較的強いため、新
規参入者が顧客を呼び込み、自社のアプリとプラットフォームへの切替えを大規模に行わせることは難しいかもしれません。 
 
ここまでの分析では、決済市場においてアリペイとウィーチャットペイに今後挑む可能性のある企業数社にスポットライトを当ててきましたが、特に融
資などの分野と比べてマージンが小さいことを考えた場合、これらの企業が決済の分野で既存大手に挑む意欲をどの程度持っているのかという疑
問が残ります。新興のプラットフォームやアプリにとってむしろ簡単な方法は、有力プロバイダーとの提携でしょう。実際に美団と滴滴はいずれもウィー
チャットのプラットフォームを通じてサービスを提供しています。顧客は美団と滴滴のプラットフォームを日々使用できますが、最終的な決済はウィーチ
ャットペイを介して行われるというわけです。これにより、これらのテクノロジー・プラットフォームはウィーチャットなどが持つ巨大なユーザー基盤を利用し
てサービスを販売することができます。消費者を自社の決済チャネルに切り替えさせることに伴う多額の移行コストを吸収する必要はありません。 
 
銀行にとってそれは何を意味するのか 
中国本土と香港だけでなく、全世界で趨勢が銀行決済からノンバンク決済へ、現金から非現金取引へとシフトしていることは明らかです。決済の
エコシステムにおいて、銀行は一般にデビットカードとクレジットカードの発行に伴う取扱手数料と処理手数料や、マーチャントのために決済を手助
けすることによって収入を生み出します。ところが、新しいノンバンクのテクノロジー決済プラットフォームの台頭によって、銀行はこれらのかなり大きい
収入を奪われつつあります。 
 
ただし、銀行は今でも競争相手より有利な条件をいくつか持っています。第一に、多くの銀行には顧客との長年にわたる関係があります。一部の
顧客は補助的な選択肢として他の決済アプリを使用するかもしれませんが、今も多くの消費者は預金や投資を銀行に委ねることを選択するでしょ
う。香港ではクレジットカードの人気が未だに衰えていません。2019年第 1四半期末の時点で出回っているクレジットカードの総数は 1,949万
枚で、2018年第 4四半期比で 0.2%、前年比では 2.6%増えています 11。 
 
銀行は、魅力的なロイヤルティ・プログラム、クレジットカード・ポイントプログラムを提供すべく、マーチャントや決済ネットワーク・プロバイダーとの連携
を積極的に進めています。これらのプログラムはいずれも消費者にとってメリットがあります。クレジットカードの人気が高いことを考えると、香港で消費
者がサードパーティ決済プラットフォームへと完全にシフトするとしても時間がかかるかもしれません。 
 
中国ではデジタル決済が普及しているため、銀行もテクノロジー企業も自社の決済プラットフォームやアプリを通じて大量の顧客データを収集し続
けています。この分野で競争が激化することが予想されます。最大の焦点は、これらのプレイヤーが顧客の利益のために各社のデータをどれだけ有
効に活用できるかどうかでしょう。 
 

                                                
10 https://www.chinatechnews.com/2016/09/28/24264-meituan-dianping-gains-payment-license-via-acquisition 
11 「Statistics of Payment Cards Issued in Hong Kong for First Quarter 2019（2019年第 1四半期に香港で発行されたペイメントカードに関す
る統計）」香港金融管理局、2019年 6月、https://www.hkma.gov.hk/eng/key-information/press-releases/2019/20190621-6.shtml 
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一部の従来型銀行が未だにレガシーシステムで苦戦する一方で、多くのテクノロジー企業には、顧客を中心にサービスを構築し、デジタル対応可
能なシステムをゼロから設計したという点で比較優位性があります。しかし、銀行もまた、カード所有者から収集した大量のデータのほかに、多くのク
ライアントとの長年の関係で得た、取引に関する詳細な非構造化データを持っています。リアルタイム予測分析の応用を含め、顧客データを上手
に活用し、パーソナライズされた、シームレスで魅力的な体験とサービスを顧客に提供できる企業が、長い目で見て決済市場の勝ち組になると思
われます。 

 

以上 

（みずほチャイナマンスリー 2019年 11月号に掲載） 
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